
○＝各府省評価委員会における評価項目

評価

文部科
学省

内閣府 総務省
経済産
業省

○ － － －

１．宇宙利用拡大と自律性確保のための社会インフラ

（１）測位衛星 ○ ○ ○ －

（２）リモートセンシング衛星

①防災等に資する衛星の研究開発等

②衛星による地球環境観測

③リモートセンシング衛星の利用促進等

（３） 通信・放送衛星 ○ ○ ○ －

（４） 宇宙輸送システム

①基幹ロケットの維持・発展

②固体ロケットシステム技術の維持・発展

③将来輸送システムの発展

２．将来の宇宙開発利用の可能性の追求

（１）宇宙科学・宇宙探査プログラム － － －

①大学共同利用システムを基本とした学術研究 － － －

②宇宙科学・宇宙探査プロジェクト

○ ○ － ※ただし、「宇宙科学
に関する学術研究」に
ついては、文科省評価
委員会のみが評価

（２）有人宇宙活動プログラム

①国際宇宙ステーション（ISS）

②将来的な有人宇宙活動

（３）宇宙太陽光発電研究開発プログラム ○ ○ ○ －

３．航空科学技術

（１）環境と安全に重点化した研究開発 ○ － － －

（２）航空科学技術の利用促進 ○ － － －

４．横断的事項

（１）利用拡大のための総合的な取組

①産業界、関係機関及び大学との連携・協力

②民間事業者の求めに応じた援助及び助言

（２）技術基盤の強化及び産業競争力の強化への貢献

①基盤的・先端的技術等の強化及び国際競争力強化への貢献

②基盤的な施設・設備の整備

（３）宇宙を活用した外交・安全保障政策への貢献と国際協力

①宇宙を活用した外交・安全保障への貢献

②国際協力等

（４）相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進 ○ ○ ○ ○

（５）効果的な宇宙政策の企画立案に資する情報収集・調査分析機能の強化 ○ ○ ○ ○

（６）人材育成

①大学院教育

②青少年への教育

③その他人材交流等

（７）持続的な宇宙開発利用のための環境への配慮 ○ ○ ○ －

（８）情報開示・広報 ○ ○ ○ ○

（９）事業評価の実施 ○ ○ ○ ○

Ⅱ．業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置
○ － － －

１．内部統制・ガバナンスの強化

（１）情報セキュリティ ○ － ○ －

（２）プロジェクト管理 ○ － ○ －

（３）契約の適正化 ○ － ○ －

２．柔軟かつ効率的な組織運営 ○ － ○ －

３．業務の合理化・効率化

（１）経費の合理化・効率化 ○ － ○ －

（２）人件費の合理化・効率化 ○ － ○ －

４．情報技術の活用 ○ － ○ －

Ⅲ．予算（人件費の見積もりを含む）、収支計画及び資金計画 ○ － ○ －

Ⅳ．短期借入金の限度額 今回は該当無し

Ⅴ．不要財産又は不要財産となることが見込まれる財産がある場合には、当該財産の処分に関する計画○ － ○ －

Ⅵ．重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 ○ － ○ －

Ⅶ．剰余金の使途 今回は該当無し

Ⅷ．その他主務省令で定める業務運営に関する事項

１．施設・設備に関する事項 ○ － ○ －

２．人事に関する計画 ○ － ○ －

３．安全・信頼性に関する事項 ○ － ○ －

４．中期目標期間を超える債務負担 今回は該当無し

５．積立金の使途 今回は該当無し

平成25年度業務実績評価における各府省評価委員会の評価項目

第３期中期計画の記載事項
（※赤字の項目を評価単位とする）

意見聴取
(各府省において評価)

備考

○ ○ ○ －

Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにと

るべき措置

－

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ －

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ー

○ ○ ○ ○
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